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ゆめ半島 《千葉国体》で悲願達成 !

蝙一・訂
い
●
轟
マ

露
●

秦

一

留
″

鷺 鷺

ζ

‘・・ｔ
ｉ
ζ

、

『千
葉
本
国
体
で
天
皇
杯
７
位

・
皇
后
杯
６
位
‐
」

少
女
ボ
ル
ダ
３
位
リ
ー
ド
５
位
ヽ
成
男
ボ
ル
ダ
４
位

千
葉
本
国
体
が
千
葉
県
印
西
市
松
山
下
公
園
・
総
〈
昇
娑
目

館
を
会
場
に
１０
／
２
～
４
に
行
わ
れ
た
。

少
年
女
子
・
監
督
■
喜
伴木
秀
二
、
選
手
¨
尾
上
彩
（川
口

南
中
Ｙ
是
永
つ
ぐ
み
會
杢
昼
餐
以
大
付
属
女
子
一０
、
成
年
男

子
・
監
督

佐̈
藤
豊
、
選
手
一
角
田
大
樹
（早
稲
田
大
）
・
古
川

慧
父
株
）
シ
ョ
ー
ワ
）が
参
加
し
た
。

初
日
・
午
後
は
少
年
女
の
期
待
の
リ
ー
ド
競
技
は
尾
上
選

手
が
完
登
し
順
当
に
３
位
と
好
位
置
に
付
け
決
勝
進
出
ヘ
ー

同
じ
く
午
後
は
成
年
男
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
予
選
が
行
わ
れ
、
古

川
・
特
に
角
田
選
手
が
最
後
の
第
４
課
題
ど
っ
か
ぶ
り
を
見

事

一
撃
完
登
で
６
位
に
食
い
込
む
大
逆
転
で
決
勝
へ
！

２
日
目
ｏ
午
前
の
少
年
女
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
も
尾
上

是
永
の
活
躍
で
順
当
に
３
位
と
好
位
置
に
付
け
決
勝
進
出

へ
！
午
後
、
期
待
の
成
年
男
子
リ
ー
ド
競
技
は
角
田
が
最
後

に
完
登
を
逃
し
１４
位
と
決
勝
進
出
を
逃
し
て
し
ま
・２

最
終
日
の
午
前
の
少
年
女
子
リ
ー
ド
競
技
決
勝
で
は
尾
上

彩
選
手
が
不
本
意
な
成
績
で
５
位
と
順
位
を
後
退
さ
せ
た
。

午
後
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
復
活
し
て
全
完
登
を
果
た
し
是

永
選
手
の
後
押
し
も
あ
り
、
２
位
千
葉
に
迫
る
も
惜
し
く
も

３
位
と
な
っ
た
。
同
じ
く
午
後
最
後
の
成
年
男
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
で
は
前
半
２
課
題
で
古
川
・
角
田
選
手
が
第

一
課
題
を
共

に
一
撃
完
登
し
、
何
と
上
位
４
チ
ー
ム
に
入
る
活
躍
を
見
せ
、

後
半
２
課
題
に
望
み
を
繋
ぐ
。
後
半
２
課
題
は
難
し
く
ボ
ー

ナ
ス
を
取
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
が
、
他
の
チ
ー
ム
も
苦
戦

の
中
、
３
位
官
城
に
迫
る
４
位
と
快
挙
を
達
成
し
た
。

「本

国
体
で
天
皇
杯

・
皇
后
杯
共
８
位
以
内
」
の
目
標
を
達
成
出

来
て
嬉
し
い
！
選
手
監
督

・
岳
連
応
援
で
来
て
く
れ
た
森

下
・
福
田
。
天
野
・
町
田
・
岩
井
田
・
土
屋

・
塩
谷
他
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す

強
化
委
員
会
・
小
茂
田
利
孝
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コ
士
成
２２
年
　
７
月
理
事
会
報
止
己

平
成
２２
年
７
月
１３
日

（さ

Ｈｏ
ふ̈
～

北
本
市
中
央
公
民
館

○
　
出
席
　
森
下
会
長

・
石
倉
副
会
長

・
福
田
副
会
長

・
天

野
理
事
長

・
野
村
指
導
委
員
長

・
土
屋
競
技
委
「思
長
・
宇
津

木
強
化
委
員
長
・鈴
木
海
外
委
口思
長
島
石
井
田
広
報
委
員
長
・

大
石
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
長
・加
藤
事
務
局
長
・塩
谷
事
務
局
（大

一じ

・
町
田
事
務
局
（大
宮
ア
ル
バ
Ｙ

長
谷
川
（熊
谷
Ｙ
矢
萩

（Ｂ
７
）
ｏ
谷
口
（大
宮
岳
稜
Ｙ
岡
野
（蓮
円
Ｔ

大
成
（さ
い
た

ま
市
役
所
Ｙ

吉
田
（
翼
大
官
）
。
堀
江
（桜
草
Ｙ
小
高
（熊

公Ｃ

・
仙
波
Ｇ
Ｏ

・
柴
崎
（川
口
）
ｏ
大
山
（比
企
）
。
鈴
木
盆
ヽ

名
）
。
伊
藤
（防
衛
医
大
）
。
室
伏
（
エ
コ
ー
）
。
竹
中
（た
ら
つ

。へ　

許

２７
ろ

１
　
開
会
挨
拶
　
（福
田
副
会
長
）

先
週
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
必
勝
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
群
馬
県
開

催
、
本
大
会
も
千
葉
県
で
す
の
で
、
応
援
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す

２
　
挨

拶
　
（森
下
会
長
）
５
月
の
理
事
会
が
連
絡
不
足
の

た
め
、
あ
ま
り
集
れ
ま
せ
ん
で
し
た
．
今
回
が
実
質
の
２２

年
度
理
事
会
初
め
か
と
思
い
ま
す
。
今
任
度
も
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

３
　
報

告

①
６
＼
１２
「加
須
の
壁
を
登
ろ
う
！
穴
加
客

競
技
委
員
連
絡
が
遅
れ
岳
連
か
ら
の
参
加
無
し
．

②
６
ヽ
１３

コ
バ
ト
ン
カ
ツ
プ
。ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ｉ
ｎ
・
Ｒ

川
越
１２８
名
参
加
．

※
報
告
　
Ｔ
参
照

③
６
＼
２０
登
攀
技
術
講
習
会

・
指
導
員
養
成
講
習
会

（天
覧
じ

指
導
委
員
会
＆
遭
対
委
「具
ム　
計
４０
名
参
加
．

※
報
告
　
”
参
照

４

協

議

（１
）
新
規
加
盟
団
体
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

（報
告

「彩
山
岳
会
」
よ
り
、
加
盟
申
請
書
が
届
き
、
５

月
理
事
会
に
か
け
る
。
↓
書
類
等
に
不
備
は
な
い
が
、
Ａ

理
事
よ
り
異
議
が
出
、
結
論
は
三
役
に
委
さ
れ
る
。
そ
の

後
三
役
で
協
議
し
対
応
し
↓
活
動
の
様
子
を
暫
く
み
る

（相
手
方
も
了
承
↓
２
月
の
理
事
〈ム
で
再
協
議
と
す
奄

（２
）
指
導
員
講
習
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

①
９
ヽ
４
加
須
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
の
日
　
上

級
の
ボ
ー
ド
利
用
の
講
習
と
机
上
講
習

②
‐０
ヽ
‐６
‐
‐７
登
攀
彗
百
〈Ｔ

恒
骨
暴
捨

③
Ｈ
＼
２７
‐
２８
擦
思
と
遺
難
璽

響
会

。

上
尾
ス
ポ
研
十
県
活

（宿
泊
１５
名
予
約
済
み
）

④

ｌ
＼
‐５
・
‐６
積
雪
期
講
習
会
＋
指
導
口墨
堡
走

（那

須
）
ｎ
＼
６
机
上
講
習
＋
屋
外
の
講
習
が
で
き
な
か

つ
た
場
合
の
予
備

（那
須

（３
）
８
＼
Ｈ
７
１
１９
白星
浴
堡
護
委
目
（△
ム
の

「登
山
新
珍
主
・

三
峰
」
に
つ
い
て

今
年
度
は
予
算
的
、
人
的
に
整
わ
な
い
た
め
中
止
と
す
る
。

（４
）
９
ヽ
４
量”
技
丞
沓
貝
△至
争
業
（
奪
職
省
△
じ

「加
須
壁
の
利
用
認
定
を
取
ろ
う
―
」
に
つ
い
て

※
初
心
者
の
方
も
歓
迎
で
す
。
人
工
壁
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
や
つ
て
み
ま
せ
ん
か

「利
用
認
定
試
験
」
も
行
い
ま

す
。
是
非
ど
う
ぞ
。

（５
）
今
任
度
の
検
討
課
題
に
つ
い
て

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
契
約
予
定

デ
モ
サ
イ
ト

訂
ぼ
く
≧
重
３
〓
諄
陛
Ｐお
ｏ＞
障
＞
ミ

上
昌
尾
氏
に
は
、
初
期
費
用
２
万
と
今
後
の
サ
ポ
ー
ト
代
と

し
て
２
万
を
支
払
う
予
占鳩

。広
報
が
協
力

含
ム
報
と
の
関
連
を
検
討
）
９
月
公
開
垂
馬

（６
）
そ
の
他

あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
埼
玉
県
岳
連
の
広
報
が
そ
の
ま

ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
個
人
情
報
や
著
作
権
等
の
問
題
が
生

じ
る
。
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。
　

　

　

（広
報
委
員
こ

↓
ま
ず
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
者
に
、
忠
告
し
個
人
情

報
を
消
し
て
も
ら

，■

↓
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基

札

５
　
各
部
か
ら
の
報
告
等

①
橙
量
省
果
バ

●
６
＼
１２
日
山
移
垣
堡
食
員
総
全
艶
響

鈴
木

含
）

※
今
年
か
ら
、
鈴
木

一
美
さ
ん
も
常
任
と
し
て
参
加
。

●
６
＼
２０
登
挙
技
術
講
習
会
止
⊆
暑
塁
食
成
講
習
会

（天
覧

山
）
遭
対
と
合
同
で
開
催
　
４０
名
の
参
加
。

◆
指
導
員
養
成
講
習
会
の
進
捗
状
況

指
導
員
７
夕
ヽ
上
級
指
導
員
１６
名
の
申
し
込
み
あ
り
Ъ
現

在
県
体
協
に
申
請
中
。
東
京
都
に
依
頼
し
て
あ
る
上
級
指

導
員
の
共
通
科
目
の
講
習
会
参
加
を
交
渉
中
。
東
京
都
と

埼
玉
県
の
講
習
日
が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
が
、
そ
の

場
合
は
、苦杢
昼
彎
埋
九
講
習
会
費
は
２
万
円
位
で
実
施

（黎
接
委
一晏
〓

●
６
＼
１３

コ
バ
ト
ン
カ
ツ
プ

。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ｉｎ
川
越

●
７
＼
１７
‐
‐８
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（群
馬
県
前
橋
市
）

審
判
員
派
遣

（土
屋
競
技
委
員
長
）
※
報
告
　
Ｔ
参
照

●
９
ヽ
４

（土
）
０９
¨
３０
～
１５
¨
３０

加
須
壁
の
利
用
認
定
を
取
ろ
う

（講
習
〈
５

③
選
手
強
化
委
員
会

●
７
＼
６
　
　
国
体
必
勝
対
策
会
議

●
７
ヽ
１０
１
Ｈ

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

〈
場

知盤
↑
椰
壌
〒

練
東
奎
実
施

●
７
ヽ
１７
‐
‐８

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

爺
研
馬
県
前
橋
市
）

監
督

。
選
手
派
遣

●
８
ヽ
１３
‐
‐５
　
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ユ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会

（南
砺
市
）
選
手
派
遣

【別
紙
】

④
遭
難
対
策
委
「果
ム

●
６
＼
２０
　
登
攀
技
術
講
習
会

・
指
導
員
養
成
講
習
会

（天
覧
山
）
指
導
と
合
同

●
６
＼
２６
‐
２７
日
山
協
遭
難
対
策
委
員
会
総
会

・

穆

会

籠

爆́

●
１
＼
２７
‐
２８
針
省
心医
療
研
修
会

（
２７

‥
上
尾
ス
ポ
研
１５
名
宿
泊
予
約
、　

２８

‥
県
活
）
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⑤
自
答
肇
墜奢
果
バ

●
６
＼
５
１
６
清
掃
登
山
　
中
間
報
告

【別
紙
】

⑥
海
外
登
山
委
一晏
蒸

●
６
＼
１９
‐
２０
日
山
協

。
第
２９
回
海
外
登
山
遭
対
研
究
会

兼
委
員
総
会

（日
光
）
鈴
木

。
鳥

。
大
山
。
鈴
木

。
加
藤

●
７
＼
６
　
例
会

コ
世
成
２２
年
８
月
常
任
理
事
会
報
生
己

平
成
２２
年
８
月
２４
日

（火
）
１９

‥
４５
～

北
本
市
中
央
公
民
館

○
　
出
席

‥
森
下
会
長

・
柳
原
副
会
長

・
石
倉
副
会
長

・
福

田
副
会
長

・
天
野
理
事
長

¨
瀬
藤
遭
難
対
策
委
員
長

・

野
村
担
写
委
員
長

・
土
屋
競
技
否
暑
天
・
岩
崎
自
然
保

護
委
員
長

・
鈴
木

倉
遥
一副
）

。
長
谷
川

（日
山
協
常

任
）

・
加
藤
事
務
局
長

（計
１２
ι

欠
席

・幸
差
栗
雀
一手
強
化
院
長

・
大
石
ジ
ュ
ニ
ア
委
員

長

島
石
井
田
広
報
委
員
長

・
村
岡
企
画
委
曰思
長
。

（塩

谷
事
務
局
・
町
田
事
務
局
）

１
　
開
会
挨
拶
　
（柳
原
副
舎
こ

２

挨

報

（森
基

こ

３

報

告

①
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
７
＼
１７
‐
‐８
群
馬
県
前
橋
市
）

関
東
突
破

‥
少
年
女
子

②
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会

（
８
ヽ
１３
‐
‐５
富
山
県
南
砺
市
）

③
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
印
西
大
会

打
ち
合
わ
せ

（
８
＼
１７
日
山
協
）
村
岡
丁
土
屋

４
　
協
　
議

（１
）
千
葉
国
体
派
遣
選
手

・
監
督
等
に
つ
い
て

（選
手
強
化
委
員
△
５

少
年
女
子
監
督

‥
宇
津
木
秀
二

選
手
‥
尾
上
彩
、
是
永
つ
ぐ
み

成
年
男
子
監
督

‥
佐
藤

豊

選
手
‥
角
田
大
樹
ヽ
古
川

慧

８
＼
３０
　
　
県
体
協
国
体
選
考
会
議

・
監
督
会
議

９
＼
１５
　
　
県
体
協
結
団
式

。
壮
行
会

Ю
＼
２
１
４
本
国
体

（千
葉
県
印
西
市
）

（２
）
秩
父
ブ
ド
ウ
沢
事
故
に
関
し
て

（遭
対
委
口暴
ム
・
理
事
長

・
事
務
局
他

①
県
内
で
の
事
故
や
県
内
関
係
者
事
故
の
場
合
の
マ
ス
ミ

対
応
策
に
つ
い
て

ア
・
岳
連
関
係
の
事
故
情
報
の
収
集
に
つ
い
て

イ

。
マ
ス
コ
ミ
対
応
策

（方
針
と
窓
口
ｏ
担
当
者
等
）

ウ

。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

（資
料
参
照
）

②
埼
玉
県
庁

。
消
防
防
災
課

・
斉
藤
様
よ
り
依
頼

・
要
請

７
月
末
の
防
災
ヘ
リ
事
故
に
鑑
み
今
後
、
山
缶
遭
難
関
係

の
「防
災
ヘ
リ
の
運
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
い
。

旦
全体
的
に
は
検
討
委
員
△
言を
創
設
し
て
、
以
下
の
よ
う
な

概
要

。
手
順
を
考
え
て
い
る
。

（イ
）埼
玉
県
山
岳
連
盟
で
も
代
表
委
員
を
１
名
選
出
し
、

派
遣
し
て
戴
き
た
い
。

（
口
）
検
討
委
員
会
は
平
日
に
な
る
の
で
、
平
日
で
も
参

加
で
き
る
人
が
望
ま
し
い
。

（
ハ
）
第

一
回
〈
天
回は
９
月
初
旬
と
考
え
て
い
る
。
最
終

案
は
１２
月
頃
に
完
成
さ
せ
た
い
。

以
上
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

↓
代
表
委
員

聟
弊
璧
不
遭
難
対
策
委
員
長
」
に
お
願
い
。

常
任
理
事
会
決
を鳩

③
県
防
災
ヘ
リ
墜
落
事
故
↓
県
民
葬
　
９
月
２
日

（木
）

午
後
１
時
３
０
分
～
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

・
県
缶
連
参
列
者

‥
森
下
会
長

。
天
野
理
事
長

・

・
花
輪
等

（慶
弔
費
よ
り
　
・花
輪
１
基
）
※
報
告
”
参
照

（３
）海
外
登
山
委
員
会
墓
韓
焚
ム
に
つ
い
て

●
１
１
月
２
５
日

（木
）
午
後
７
時
～

（海
外
登
山
委
口墨
８

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
ユこ
主
★
・
０
０
名

●
講
師

‥
平
出
　
和
也

（ひ
ら
い
で
か
ず
や
）

１
９
７
９
年
５
月
２５
日
　
長
野
県
生
ま
れ

東
海
大
学
出
身
現
在
、
閉
Ｉ
Ｃ
Ｉ
石
井
ス
ポ
ー
ツ

●
演
題
‥

「未
知
へ
の
憧
れ

。
極
限
へ
の
挑
戦
」

●
△
不費
‥
未
定
９
ヽ
１４
の
理
事
会
で
決
定

。各
会
で
宣
伝
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
Ｐ
Ｒ
Ｔ
参
照

（４
）
指
導
員
養
成
講
習
会
に
つ
い
て

●
講
習
会
日
程

・
講
師
に
つ
い
て

別
紙
↓
都
体
協
の
受
け
入
れ
の
判
明
が
９
月
上
旬
な
の

で
一
部
不
確
定
。
県
、
日
山
協
に
は
、
申
請
は
済
発

Ｈ
＼
６
の
加
須
は
実
施
し
ま
す
。

●
講
習
会
費
用
／
参
加
者
に
つ
い
て

講
習
会
費
２
万
円
十
各
講
習
会
実
費
上
級
１６
名
指
導

員
７
名

計
２３
名

（５
）
協
定
書
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
（事
務
局
）

↓

「秋
山
郷
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
雄
川
閣
」
よ
り
協
定

書
と
覚
え
書
き
が
到
着
っ
押
印
し
て
１
通
を
返
信
し
、

」協
定
の
位璽
柿
終
了
。

●
同
様
な
方
法
で
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
き
た
い
。

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
参
昭
じ

（６
）
名
義
後
援
等
に
つ
い
て
　
　
　
（理
事
長
・事
務
局
）

↓
蕨
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

（未
加
盟
）
か
ら
、
遭
軒
軒
一

策
講
習
会

（県
山
缶
救
助
隊
を
招
い
て
）
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
県
缶
連
の
後
援
が
ほ
し
い
』貝
連
絡
あ
り
。

（理
事
長
包

※
未
加
盟
団
体
で
あ
る
が
、
山
醤
遭
難
事
故
を
防
ぐ
為

の
講
演
会
な
の
で
、
会
長
等
と
相
談
し
承
諾
。
理
事
会

に
は
、
報
告
事
項
す
る
。

※
事
務
局
・△
花
啄の
こ
と
も
あ
る
の
で
、

「後
援
等
の

要
綱

（案
）
」
を
策
定
し
た
。

（
マ
ニ
ュ
ア
ル
参
昭
じ

（こ

個
△
塩
澄
嵯
フ
著
作
権
等
に
つ
い
て

●
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
　

（方
針
）
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↓
日
山
協
と
同
様
と
す
る
。
　
　

　

（案

。
参
照
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
著
作
権
保
護
Ｌ
個
人
情
報
の
扱

い
に
つ
い
て

（８
）
日
山
協
創
立
５
０
周
年
記
念
功
労
者
表
彰
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

●
前
回
４０
周
年
記
念
表
彰
リ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
推

薦
　
ｌｏ
＼
８
締
め
切
り

（９
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

契
約
状
況
　
県
缶
連
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
無
い

の
で
、　
一
時
停
止
し
た
が
８
月
末
に
契
約
、
順
次

ｕ
ｐ

し
て
い
く
Ｉ
札

（
１０
）
県
缶
連
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

村
岡
企
画
委
員
長
が
作
成
・　
ど
の
様
な
物
が
よ
い
か
？

５
　
各
部
か
ら
の
報
告
等

（〕乾福経理Ｔ杢各昌只〈ム

９
＼
Ｈ
１
１２
登
攀
講
習
会
の
プ
レ
講
習
会

（丹
沢
）
野
村

Ｈ
＼
２‐
‐
２２
日
山
協
登
攀
研
修
会

（富
山
）
　

　

野
村

②
霧

萎

員
会

９
ヽ
４

「加
須
壁
の
利
用
認
定
を
取
ろ
う
ご
　
箱
″須
市
）

及
び
上
級
指
遺
昌
寒
成^
講
習
会
　
★
参
加
者
募
集
中

○
平
成
２５
年
の
基
昼
旦
俗
か
ら
国
体
監
督
は
、
糖
遣
菖
資

格
を
持
つ
こ
と
。
↓
今
後
監
督
に
な
り
そ
，２
墾
邑
伐
の
先

生
は
資
格
を
取
得
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

③
選
手
強
化
委
員
会
報
告

④
遭
難
対
策
委
員
会

９
ヽ
１０
１
１２
山
缶
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

（東
部
地
区
）

（富
山
。
国
立
登
山
研
修
所
）
８
＼
２３
締
切
済
み

○
山
缶
共
済
保
険
の
適
応
に
つ
い
て
↓
保
険
会
社
か
ら
の

回
答

（共
済
△
じ

↓
※
詳
細
は
、
瀬
藤
委
』思
長
ま
で

○
日
本
山
缶
会
埼
玉
支
部
の
活
動
で
、
案
内
有
り

※
報
告
　
Ｔ
参
照

（留
戻
保
護
奮
果
バ

０
１０
ヽ
９
１
１０
和
名
倉
山
登
山
及
び
植
林
地
整
備

往

田

小
屋
尾
根
コ
ー
ス
）
９
ヽ
３０
締
め
切
り
一豊
項
に
一
部
説

明
不
足
有
り
持
ち
物
を
追
加

０
９
ヽ
Ｈ
ｌ
ｌ２
日
山
轡
暴
保
藁
奮
総
会

薪
潟
）

埼
玉
県
内
関
係
者
の
参
加
は
浅
見
、
岩
崎
、
堀
江
ヽ
三
ツ

末
ヽ
吉
田
、
柳
原
、
及
び
田
中

（日
山
協
）
、
長
谷
川

（日

山
協
）
　
　
※
新
潟
大
会
実
施
要
項
に
よ
る

（岩
井
田
）

○
ト
イ
レ
補
助
金
↓
復
活
　
　
（参
考
資
料
・
Ｔ
参
３

０
県
立
自
然
公
園
指
導
員
に
５
人
追
加

○
日
山
協
自
然
保
護
指
導
員
認
定

③
広
報
委
一果
バ

９
ヽ
３０
第
３７
号
発
行
予
定
”
ヽ
１
６
０
０
部

‥
関
ブ
ロ

群
馬
、
登
攀

。
指
導
員
養
成
講
習
会

・
報
生
Ｒ

理
事
会
報

生
Ｒ

他

⑩
事
務
局

○
会
員
証
。発
行
状
況
　
約
５００
枚
９
月
上
旬
に
は
配
布
予

一鳩

さ
ら
な
る
追
加
発
行
を
お
願
い
し
た
い
。

○
全
日
本
登
山
体
育
大
会
の
参
加
回
数
調
査
に
つ
い
て

○
宝
彙
■
女
全
登
山
指
導
者
講
習
会
。東
部
地
区

（山
懇

か
ら
の
参
加
呼
び
か
け
あ
り

６
・
閉
会
挨
拶

　

（石
倉
副
舎
こ

□
次
　
回

理

事

△
バ
　
９
月
１４
日
↑
０

１９

‥
３０
北
本
中
央
公
民
館

常
任
理
事
会
１０
月
１３
日
↑
０

１９

‥
３０
北
本
中
央
公
民
館

▲
▼

　

〓
「

，
一
一
ｏ

¨
＼
＼
∽
”
い
一
”
日
”
・
〓
Φ
げ

・
「
Ｏ
Ｎ

・
Ｏ
Ｏ
ヨ
＼
【
●
一
Φ
Ｘ
・

，
一
日

第
７
回

埼
玉
県
山
岳
連
盟
ロ

鷲

「夫
蓄
ル
ー
ト
ヘ
の
こ
だ
わ
り
Ｅ限
界
へ
の
挑
戦
」

ピ
オ
レ
ド
ー
ル
受
賞
の
登
山
家

・
平
出
和
也
氏
に
よ
る
、

困
難
な
ル
ー
ト
ヘ
挑
戦
す
る
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

魅
力
に
つ
い
て
の
講
演
。

期
　
　
日
‥
Ｈ
月
２５
日
Ｔ
Ｃ
ｌ９
時
～
２‐
時

場
　
　
所
‥
大
官
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９
０
６
号
室

費
一
　

用
‥
５
０
０
円
（資
料
５
当
日
受
付

主
　
　
催
‥
埼
玉
県
山
缶
連
盟
　
海
外
登
山
委
口果
ム

壮評第絡甲年ル　　０〇〇‐『∞∞いｌ
ωさいい

後

　

援
‥
Ｉ
Ｃ
Ｉ
石
井
ス
ポ
ー
ツ

※
　
２
０
０
８
年
に
挑
戦
し
た
イ
ン
ド
・
カ
メ
ッ
ト
峰

貧
ｄ
ｇ
）
に
新
ル
ー
ト
か
ら
登
頂
し
、
登
山
界
の
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
と
い
わ
れ
る
ピ
オ
レ
ド
ー
ル

（黄
金
の
ピ
ッ
ヶ
ル
賞
）

を
日
本
人
と
し
て
初
受
菅
「
世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
。

ビ
ツ
グ
ウ
オ
ー
ル
か
ら
山
岳
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
参
戦
と

幅
広
く
活
動
す
る
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
挑
戦
を
実

践
し
て
い
る
登
山
家
υ
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コ
バ
ト
ン
カ
ツ
プ
第
３
回
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大
会

Ｎ
８
ｏ

第
２３
回
憂
民
甍
戻
署
夭
会

兼

国
民
体
育
大
会
・埼
玉
県
置
澤
會

主
管
‥
埼
玉
県
山
岳
連
盟
含
屋
職
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
選
手

繋
勇
百
３

平
成
２２
年
６
月
１３
日
‥
ロ
ッ
ク
ク
ラ
フ
ト
川
越

恒
例
の
コ
バ
ト
ン
カ
ツ
プ
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大
会
が
県
体

会
と
国
体
埼
玉
県
予
選
会
を
兼
ね
て

『
ロ
ツ
ク
ク
ラ
フ
ト
川

越
』
会
場
で
行
わ
れ
た
。
県
内
外
か
ら
１
２
８
名
の
選
手
が

参
加
し
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
ミ
ド
ル
、
ビ
ギ
ナ
ー
、
キ
ツ
ズ
、

チ
ー
ム
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
競
技
を
行
っ
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
の
３
位
ま
で
の
入
賞
者
は
左
記
の
通
り
。

☆
エ
キ
ス
パ
ー
ト

（氏
名
。
所
属
・
県
別
）

①
古
川
慧
（埼
玉
岳
連
Ｙ
埼
玉
、②
佐
々
木
政
明
３
８
Ｙ

埼
玉
、
③
角
田
大
樹

（埼
玉
岳
連
）
・
埼
玉

☆
ミ
ド
ル

①
阿
久
津
昂
汰

企墾
星
ｉ
Ｃ

・埼
玉
、
②
楢
崎
聟
虫
企
物

本
缶
連
）
。
栃
木
、
③
山
本
大
将

（坂
一星
量
３
　
・
埼
玉

☆
ビ
ギ
ナ
ー

①
関
口
祐
二

↑
ヽ
こ
単
川
越
）
。埼
玉
、
②
小
島
顕
人

↑

ヽ
こ
単
）
。
栃
木
、
③
中
田
茉
那
（栃
本
量
こ

・
栃
木

☆
キ
ッ
ズ

①
武
藤
颯
汰

（Ｃ
に
選
プ川
越
）

・
埼
玉
、
②
本
間
大
晴

曾
弓
一）

。
埼
玉
、
③
田
中
修
太

釜
所ヽ
属
）
。
新
潟

☆
チ
ー
ム

①

「頑
者
」
小
峰
直
城
＋
宮
倉
大
輔

。
埼
玉
、
②

「お
ば

か
」
佐
々
木
政
明
＋
細
田
匠

。
埼
玉
、
③

「お
母
さ
ん
」

若
尾
龍
隆
＋
田
中
慎

一
・
山
梨

表
彰
式
は
満
員
の
中
行
わ
れ
、
埼
玉
県
山
缶
連
盟

。
森
下

会
長
か
ら
賞
状
、
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。

※
成
年
男
子
国
体
出
場
選
手
は
角
田
大
樹

古
川
慧
が
決
定
、

RC川越・熱気あふれる会場エキ却f―卜表彰 1人置いて

左から角田、古川、佐々木選手

第
６
５
回
国
民
体
育
大
会
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
２２
年
７
月
１７
日
、

１８
日

群
馬
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催

少
年
女
子
・
総
合
順
位

。
１
位
・
是
水
つ
ぐ
み
、
尾
上
彩

少
年
男
子
・
総
合
順
位
・
４
位
・
細
田
　
匠
、
宮
倉
大
輔

成
年
女
子
・
総
合
順
位

・
７
位
■
森
埜
具
理
、
生
井
沢
知
佳

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
た
少
年
女
子
は
大
健
闘
し

茨
城
県
と
同
着
の
１
位
を
獲
得
＾
少
年
男
子
は
一
歩
及
ば
ず

４
位
に
終
わ
っ
た
。
成
年
女
子
は
７
位
で
終
了
し
た
。

千
葉
国
体
に
出
場
選
手
、
監
督
は
左
記
の
と
お
り

☆
少
年
女
子
　
選
手
宣
ん永
つ
ぐ
み

合
餐
以
大
付
属
女
子
高
）

選
手
・
尾
上
　
彩

（川
国
市
立
南
申
学
じ

監
督
・宇
津
木
秀
二

倉
ム
雀
丁園
総
〈
旦
邑
じ

☆
成
年
男
子
　
選
手
・
角
田
大
樹

（早
稲
田
大
学
）

選
手
・
古
川

慧

（シ
ョ
ー
ワ
）

監
督

・
佐
藤

豊
豆
（ア
ル
テ
リ
ア
） 関フ

゛
口・少年女子決勝 1位 !
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『埼
玉
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
事
故

殉
職
者
合
同
置

平
成
２２
年
９
月
２
日
　
大
官
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

去
る
７
月
に
秩
父
市
大
滝
沢
で
起
き
た
遭
難
者
の
救
助
中

に
ヘ
リ
が
墜
落
し
県
防
災
航
空
隊
員
ら
５
名
が
殉
職
さ
れ
た
。

９
月
２
日
、
大
官
に
て
県
民
合
同
葬
が
行
わ
れ
、
上
田
埼

玉
県
知
事
、
原
口
総
務
大
臣
ら
が
献
花
を
行
っ
た
。

県
山
缶
連
盟
か
ら
は
関
係
者
代
表
と
し
て
森
下
会
長
、
天

野
理
事
長
が
参
列
し
献
花
を
行
っ
た
。
関
係
者
、　
一
般
参
加

者
は
約
１
４
０
０
名
。　
　
　
　
　
　
　
　
↑
〔報
出
石
井
田
）

【山
岳
事
故
関
連
ニ
ュ
ー
ス
】
か
ら

山
岳
遭
難

・
安
易
な
救
助
要
請
は

「あ
た
り
ま
え
」
な
の

か
。
・
・
・
・
お
か
し
な
風
潮

埼
玉
県
の
山
中
で
、
遭
難
救
助
中
の
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

―
が
墜
落
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
５
人
が
死
亡
し
た
。

沢
登
り
を
し
て
い
た
登
山
パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が
滝
つ

ぼ
に
滑
落
し
、救
助
を
行
う
と
す
る
矢
先
の
出
来
事
だ
っ
た
。

今
回
の
ケ
ー
ス
に
限
ら
ず
、

０９
年
に
は
北
海
道
の
ト
ム
ラ
ウ

シ
山
で
８
人
が
死
亡
す
る
な
ど
、
山
で
の
遭
難
事
故
が
後
を

絶
た
な
い
。
中
に
は
、
自
分
の
意
思
で
登
山
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
安
易
に
救
助
要
請
を
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
ん

な
状
況
に
、　
ヘ
リ
で
の
救
助
を
有
料
化
し
よ
う
と
検
討
し
た

自
治
体
も
あ
る
。

■
ヘ
リ
ー
機
の
維
持
費
年
間
１
億
円
以
上

こ
こ
数
年
で
は
、
登
山
を
す
る
人
は
減
少
気
味
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
故
は
増
加
傾
向
だ
、
日
本
生
産
性
本
部
の

「レ
ジ

ヤ
ー
白
童
ご

に
よ
る
と
、　

００
年
に
は
９３０
万
人
だ
っ
た
登
山

人
口
は
０８
年
に
は
５９０
万
人
と
減
少
傾
向
だ
。

一
方
、
一管
壼
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、

０９
年
の
山
缶
遭
難
発

生
件
数
は
鵬
件
で
遭
難
者
数
は
鵬
件
¨
そ
の
う
ち
死
者

・

行
方
不
明
者
数
は
３‐７
人
で
、
い
ず
れ
も
１
９
６
１
年
以
降
で

量
悪
の
数
字
だ
。
そ
の
合
ヽ
遭
難
の
リ
ス
ク
が
高
ま
つ
て
い

る
と
の
見
方
も
で
き
れ

ま
た
、
全
遭
難
者
の
実
に
配
％
が

５５
歳
以
上
。
高
年
齢
者
の
遭
難
が
際
だ
っ
て
い
る
形
だ
。

自
治
体
は
、　
軍
辱
口
塑
要
請
を
受
け
る
と
、
多
大
な
コ
ス

ト
を
か
け
て
救
助
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
全
国
で
最
も
遭

難
件
数
と
死
者
数
が
多
い
長
野
県
を
例
に
取
っ
て
み
る
と
、

０９
年
に
‐７３
件
発
生
し
た
山
缶
遭
難
に
対
し
て
、
警
察
官
や

山
小
屋
関
係
著
、
消
防
団
な
ど
延
べ
圏
人
が
出
動
。
１
件
あ

た
り
脱
人
が
出
動
し
て
い
る
計
算
だ
。
さ
ら
に
、
ン」の
１７３
件

の
う
ち
、
全
体
の
剛
％
に
あ
た
る
“
件
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
出
動
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
４
件
が
民
間
ヘ
リ
だ
。
民
間

ヘ
リ
が
出
動
し
た
場
〈
ヽ
１
時
間
あ
た
り
約
５０
万
円
の
チ
ヤ

ー
タ
ー
料
が
か
か
り
、
そ
の
分
は
遭
縣
者
や
家
族
が
負
担
す

る
形
に
な
る
。
逆
に
一一一一甲
え
ば
、
残
り
１４６
件
の
警
察
・消
防
ヘ

リ
の
出
動
に
つ
い
て
は
、
任
務
の
一
環
と
さ
れ
る
た
め
、
費

用
は
公
費
負
担
、　
つ
ま
り
税
金
が
費
や
さ
れ
る
形
と
な
ゑ

ヘ
リ
ー
機
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
人
件
費
を
除
い
て
も
、

少
な
く
と
も
１
年
に
１
億
円
以
上
が
か
か
る
。

■
０４
年
に
は
長
野
県
が
有
料
化
検
討

こ
の
中
に
は
、
携
苗
電
話
に
よ
る
安
易
な
救
助
要
請
も
少

な
く
な
い
と
い
い
、
実
際
、

０４
年
に
は
、
長
野
県
で
ヘ
リ
の

有
料
化
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
発
端
と
な
っ
た

の
が
、
北
ア
ル
プ
ス
に
単
独
登
山
し
た
男
性
か
ら
の
救
助
要

請
だ
。
こ
の
男
性
は
、　

０３
年
夏
、
１
か
月
に
２
度
も

「テ
ン
ト
の
中
で
お
湯
を
こ
ば
し
て
ヤ
ケ
ド
し
た
」

「転
ん
で
手
を
切
っ
た
」

な
ど
と
し
て
救
助
を
堅

鳴
　
ヘ
リ
が
現
場
に
急
行
す
る
と
、

い
ず
れ
も
男
性
は
元
気
な
様
子
で
、
自
ら
手
を
振
っ
て
ヘ
リ

を
誘
導
し
た
と
い
，２

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な

か
つ
た
こ
と
か
ら
、
田
中
康
夫
知
事

（当
時
）
が
、
危
機
管

理
室
に
有
料
化
を
検
討
す
る
よ
ぅ
に
指
示
し
た
が
、
航
空
法

や
他
県
の
救
助
活
動
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
る
上
、
田
中
知
事

が
知
事
選
で
敗
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
有
料
化
案
は
立
ち
消

え
に
な
っ
た
。
長
野
県
以
外
に
も
、
０９
年
６
月
に
は
、
富
山

県
議
会
で

「そ
禾
芸
退
罷
ど

を
求
め
る
質
問
が
出
て
い
る
。

今
回
の
事
故
が
起
こ
っ
た
秩
父
山
系
を
管
轄
す
る
埼
玉
県

警
の
山
岳
救
助
隊
で
も
、　
一
般
向
け
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
中

で

ｎ
劇
Ｊ
□
到
酬
固
網
嗣
「
劃
釧
Ⅵ
綱
列
И
ズ
劃
劇
「
劇
引
囚
鳳

酬
洲
日
「
釧
り
「
Ⅵ
伺
洲
馴
η
ョ
州
綱
列
馴
冽
到
到
躙
引
「
国
劇
口

と
の
計
画
だ
け
で
の
登
山
は
や
め
て
く
だ
さ
い
」

「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
あ
え
て

通
行
禁
上
の
登
山
道
に
進
入
し
て
遭
難
し
、
飲
ま
ず
食
わ
ず

で
、　
一
晩
過
ご
し
ヘ
リ
に
救
助
さ
れ
た
事
案
が
あ
り
ま
す
。

警
察

・
消
防
の
救
助
隊
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
二思
重
な
税
金
で

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
二忠
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
の
、
守
ら
れ
て
い
る
と
は
一一言
え
な

い
の
が
現
状
だ
。

こ
の
項
は
７
月
２７
日
・配
信

「
Ａ
あ
↓
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
転
司

合同葬・原口総務大臣の献花
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日
本
山
岳
会
　
埼
玉
支
部
に
よ
る
講
演
会

《
第
１
回
安
全
登
山
講
演
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

平
成
２２
年
９
月
１５
日
に
日
本
山
缶
会
埼
玉
支
部
に
よ

る
安
全
登
山
講
演
会
が
さ
い
た
ま
市
宇
宙
劇
場
に
て
開
催
さ

れ
、
県
缶
連
か
ら

（大
宮
κ
）
石
答
へ
正
田
、

（浦
和
渓
じ

掛
川
、
牧
野
、
風
間
、
瀬
藤
、

（川
越
）
岩
井
田
ら
が
参
加

し
た
。
講
演
会
の
議
題
は

１
．
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
遭
難
事
故
調
査
報
生
呈
日か
ら

２
．
慈
恵
医
大
槍
ヶ
岳
山
岳
診
療
所
６０
年
の
経
験
か
ら

講
師
は
日
本
山
缶
会

・
埼
玉
支
部
安
全
登
山
委
「具
ム委
員

長

・
野
村
孝
義
氏
※
野
村
先
生
は
長
年
、
慈
恵
医
大

。
槍
ヶ

岳
山
缶
診
療
所
に
お
い
て
医
療
救
護
に
あ
た
ら
れ
て
い
た
。

ト
ム
ラ
ウ
シ
遭
難
事
故
の
原
因
の
一
つ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
（広
報

出
石
井
田
）

山
の
ト
イ
レ
助
成
　
廃
止

一
転
残
っ
た

（産
経
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
転
載
）

導
●
〓
こ
ｏ̈
望

環
境
省
は
１
１
日
、
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー

（事
業
仕
分
け
）

で

「廃
止
判
定
」
を
受
け
た
山
小
屋
の
ト
イ
レ
整
備
事
業
の

助
成
を
継
続
す
る
方
針
を
固
め
た
。

「利
用
者
負
必
要
性
を

判
断
し
、
直
接
山
担
が
基
本
」
と
い
う
の
が
仕
分
け
判
定
の

理
由
だ
っ
た
が
、
補
助
金
が
な
い
場
人
Ｒ

登
山
客
は
１
回
１

０
０
０
～
２
０
０
０
円
の
利
用
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、

登
山
関
係
者
が

「ト
イ
レ
補
助
は
環
境
保
護
に
必
要
」
と
反

発
し
て
い
た
。
こ
の
日
、
専
門
家
に
よ
る
山
岳
地
域
環
境
保

全
対
策
等
検
討
会
は

「山
小
屋
は
公
共
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
」
と
し
た
中
間
報
告
案
を
出
し
た
。　
　
２
箔
望
季
Θ

検
討
会
の
中
間
報
告
案
は

「テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
が
散

乱
し
、
垂
れ
流
し
ト
イ
レ
が
今
も
あ
る
」
と
指
摘
。
山
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て

「公
共
的
な
民
間
の
山
小
屋
を
活
用
、
整
備

の
た
め
５
～
１
０
年
と
い
っ
た

一
定
期
間
の
助
成
が
必
要
」

と
結
論
づ
け
た
。
た
だ
し
、
対
象
地
域
は
国
立
公
園
や
国
定

公
園
に
原
則
限
定
。
有
識
者
に
よ
る
第
二
者
委
員
会
が
助
成

の
小
屋
に
補
助
す
る
の
で
は
な
く
、
山
域
ご
と
の
地
域
協
議

会
な
ど
を
通
じ
て
、計
画
性
と
透
明
性
を
確
保
す
る
と
し
た
。

百
名
山
ブ
ー
ム
な
ど
で
特
定
の
山
に
登
山
者
に
集
中
、
特

に
世
界
自
然
遺
産
を
目
指
し
た
富
士
山
で
登
山
者
が
残
し
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
汚
物
が
散
乱
、
垂
れ
流
し
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

国
は
一平
成
１
１
年
か
ら
国
立
公
園
や
国
定
公
園
の
山
小
屋

が
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
際
、
補
助
事
業
を
開
始
、
１
０
年
間

で
１
０
０
カ
所
を
整
備
「
山
小
屋
を
営
む
民
間
事
業
者
や
自

治
体
が
ト
イ
レ
を
建
設
し
た
場
〈
ヽ

事
業
費
１
０
０
０
万
円

以
上
は
国
が
半
分
を
補
助
チ
ろ
υ
今
年
度
も
約
１
億
２
０
０

０
万
円
の
予
算
で
５
カ
所
を
整
備
す
る
予
定
だ
。

し
か
し
、
６
月
に
行
わ
れ
た
事
業
仕
分
け
で
、

「山
小
屋

に
は
競
争
原
理
が
働
か
な
い
た
め
、
規
制
で
山
小
屋
自
身
に

整
備
し
て
も
ら
い
登
山
客
か
ら
の
利
用
料
で
回
収
し
た
方
が

効
率
が
よ
い
」

「受
益
者
、
汚
染
者
負
担
の
原
則
か
ら
補
助

は
説
明
が
つ
か
な
い
」
な
ど
と
い
う
理
由
で

「廃
止
」
と
判

定
さ
れ
た
。
山
の
ト
イ
レ
は
か
つ
て
は
貯
留
式
で
地
中
に
染

み
こ
ま
せ
た
り
、
沢
に
垂
れ
流
す
な
ど
し
て
い
た
が
最
近
で

は
、
お
が
く
ず
や
カ
キ
ガ
ラ
を
使
っ
て
微
生
物
で
分
解
さ
せ

る
バ
イ
オ
ト
イ
レ
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、　
ヘ
リ
で
機
材
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
も
あ

り
、
設
備
自

ヽ
体
も
数
千
万
～
数
億
円
か
か
る
。

北
ア
ル
プ
ス
で
槍
ケ
岳
山
荘
な
ど
５
つ
の
山
小
屋
を
経
営

す
る

「槍
ケ
岳
観
光
」
の
穂
刈
康
治
社
長
は

「４
０
０
０
万

円
か
け
て
１
つ
の
山
小
屋
の
ト
イ
レ
整
備
し
た
。
費
用
を
回

収
す
る
た
め
に
利
用
客
に
１
０
０
０
円
の
利
用
料
を
要
求
す

る
こ
と
は
事
実
上
困
難
」
と
話
す
。

登
山
客
の
マ
ナ
ー
の
問
題
も
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
山
小
屋

で
維
持
費
の
た
め
に
１
０
０
～
２
０
０
円
の
チ
ツ
プ
を
入
れ

る
箱
や
か
ご
を
置
い
て
い
る
が
、
チ
ッ
プ
を
入
れ
な
い
登
山

客
も
少
な
く
な
い
。
消
耗
品
の
供
給
や
清
掃
な
ど
維
持
費
す

ら
チ
ツ
プ
で
捻
出

（ね
ん
し
ゅ
つ
）
す
る
の
が
難
し
い
と
い

，２谷
士
成
２２
年
度

ｏ
自
然
公
園
清
掃
登
山
》
報
告

白
暴
保
護
奢
果
バ

４
月
Ｈ
日
か
ら
６
月
６
日
に
か
け
て
恒
例
の
県
立
自

然
公
園
清
掃
登
山
が
行
わ
れ
た
。
清
掃
登
山
に
参
加
し
た
山

岳
会
は
２３
団
体
。
参
加
人
員
延
べ
３０‐
名
に
及
ん
だ
。

排
出
し
た
分
別
ゴ
ミ
類
は
缶
類
（
６００
個
＋
１
袋
＋
聴
）
、

糧
類

（
１３８
本
＋
１
袋
＋
晩
）
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類

（
１７０
本

＋
１
”じ

、
可
燃
ゴ
ミ
類

（
欧
＋
２
袋
）
。

大
官
ア
ル
パ
イ
ン
７
ク
ラ
ブ
、
あ
ゆ
む
山
の
〈
【

川
口
登

山
同
好
△ヽ

大
官
山
缶
△
ヽ

戸
田
市
山
缶
連
盟
、
蓮
田
山
缶

〈
ヽ

桜
草
山
の
人
【

東
部
登
高
会
、
川
口
市
山
缶
連
盟
、
川

越
山
の
会
、
毛
呂
山
缶
会
、
Ｊ
Ｒ
大
官
山
の
会
、
防
衛
医
大

。

山
缶
同
好
〈
＾
越
谷
山
岳
〈
（
槻
缶
友
△
＾
エ
コ
ー
山
の
△
（

川
口
東
高
校
、
い
ず
全
邑
倹
、
加
須
市
山
缶
連
盟
、
桶
川
山

の
会
、
壁
稜
山
缶
会
、
小
鹿
野
山
缶
会
、
県
缶
連

。
自
然
保

護
委
一口公
為
　
　
　
　
以
上
の
団
体
が
参
加
戴
き
ま
し
た
。

JAC主催の安全登山講演会
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『指
量
基
白
公
こ

鮨塑
吾
星
養
成
講
習
会
報
告

①
６
月
２０
日
飯
能
。天
覧
山
に
て
登
攀
技
術
講
習
会
舎
道

対
委
員
会
）
と
指
遣
菖
景
股
Ｘ
ム
倉
遥
寸委
「具
５

が
合
同
で

開
催
。
主
任
講
師
に
瀬
藤
遭
対
委
員
長
が
レ
ス
キ
ュ
ー
等
の

指
導
を
行
っ
た
。
受
講
者
は
２３
名
、
参
加
者
は
計
３０
左
鶴

②
９
月
４
日
加
須
市
民
体
育
館
で
指
導
［墨

上
級
指
導

員
養
成
と
実
技
指
導
等
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
習
会

の
各
テ
ー
マ
及
び
講
師
は
次
の
方
々
が
担
当
さ
れ
た
。
①
登

山
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
』
森
下
県
缶
浮
含
兵

②

『登
山
と
自

然
』
長
谷
川

（日
山
協
）
自
然
保
護
委
員
長
、
③

『登
山
医

学
』
防
衛
医
科
大
学
校

・
伊
藤
先
生

（温
熱
医
学
と
体
液
平

″８

ノ∠
局
田
先
生

（生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
登
山
中
の
ト

ラ
ブ
ル
）
④

『山
岳
事
故
判
例
と
指
導
者
の
上昇
Ｌ

瀬
藤
遭

対
委
員
長
、
⑤
コ
遣
菖
葡
度

２
璧
己

野
村
指
写
奢
思
長
、

⑥

『上
級
著
者
遣
甘
貝
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
実
技
指
導
』
土
屋
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
委
「墨
民

指
遣
言
具

上
級
糟
遣
曹
貝
の
受
講
者
は

計
２
３
名
。

天覧山岩場にてチうレスキュー講習中

『登山医学』の講義 。防衛大/高田先生

リート
・
壁を使ってクライミンク

・

実技の受講者

企
鍾
詈
県
養
成
講
習
会
の
今
後
に
日
程
》

１０
月
１６

　ヽ
‐７
日
　
登
攀
講
習
会
＋
検
定
　
　
飯
能

※
‐６
日

（夜
）
テ
ン
ト
設
営
講
習
会

Ｈ
月
６
日
　
　
（登
攀
講
習
会

・
雨
天
予
備
日
）
加
須

Ｈ
月
２７
、

２８
日
　
救
急

・遭
対
講
習
会

　

上
尾
＋
伊
奈

１
月
１５
、　

‐６
日
　
積
雪
期
講
習
会
十
検
定
　
那
須
缶

広
報
出
石
井
３

【事
務
局
便
り
】
左
記
連
盟
の
新
役
員
案
内

神
奈
川
県
憚
覆
盟

上
光
瑛
２２
年
５
月

″
理
哀
ム長
・
山
本
芳
夫
、
会
長

・
大
曽
根
弘
、
副
会
長

・
岡

本
安
夫
、
相
楽
昼
壌

石
川
誠
、
杉
木
憲
昭

（新
任
）
、
水

白０
髪
偏

命
夢
じ

、
理
事
長
・
菊
池
稔

（新
任
）
、
副
理
事

長
・
斉
藤
正
、
石
塚
孝
彦
、
監
事

・
小
池
栄

一
郎
、
松
崎
健

一
薪
任

栃
否
奮
量
暑
サ

平
成

２２
年
５
月

力理
ス
ム長

・
坂
口
三
郎
、
名
誉
ス
否
貝
・
小
林
守
志
、
会
長

・

小
島
守
夫
、
副
会
長
・上
杉
純
夫
、
渡
邊
雄
二
、
石
澤
好
文
、

喜
内
敏
夫

⇔
柳
し

、
粂
川
章

（新
任
）
、
理
事
長

・
仙
石

一量
六

副
理
事
長
・
佐
久
間
利
美
、
山
形
正
巳
、
渡
部
逸
郎

金
フ
じ

、
事
務
局
長

。
東
和
之

（新
任
）

・基
鼻
需
単
蓮
盟
上
士
以
２２
年
６
月

会
長

・
佐
藤
　
旺
、
副
会
長
・
松
元
邦
夫
、
寺
内
丈
行
、
官

地
由
文

（新
任
）
専
務
理
事

。
亀
山
健
太
郎
、
事
務
局
長
・

大
島
俊
男

（新
任
）

介

６
５
回
国
民
体
育
大
△
３

２
０
１
０
　
千
葉
国
体

競
技
ス
タ
ー
ト
順
が
決
定

１０
月
２
日
上
肌
技
開
始

チ
″ミ
４
予
選
８
６
ｏ
～
４５
番
目

１０
月
３
日
上
粋
侠
開
始
　
）ユ
ゥ　
予
選
馬
馬
ｏ
～
２
番
目

１０
月
４
日
上
肌
技
開
始
　
）二
っ　
決
勝

〓
馬
ｏ
～

上
肌
技
開
始

チ
クミ
ゥ
決
勝

８
６
ｏ
～

☆
☆
☆
　
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！
　
☆
☆
☆

０

日

千
葉
国
体
に
少
年
女
子
、
成
年
男
子
の
出
場
が
決
定
し
、

そ
の
速
報
を
載
せ
る
べ
く
あ
え
て
広
報
誌
発
行
を

一
週
間
遅

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
期
待
に
こ
た
え
て
す
ば
ら
し

い
競
技
を
見
せ
て
戴
い
た
、
監
督
、
選
手
に
感
謝
。
取
材
の

写
真
も
４００
枚
に
及
び
ま
し
た
が
、
大
切
な
お
宝
で
す
。
≡


